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製品の市場化 

 

1. スイフトジーン CPE 産生ウエルシュ菌「カイノス」 

標記の製品名で平成 24 年 10 月 1 日より販売を開始した（株式会社 カイノス） 

 

2. 製品名：スイフトジーンセレウリド産生セレウス「カイノス」 

標記の製品名で平成 25 年 8 月 1 日より販売を開始した（株式会社 カイノス） 



 


